
 

堺市立支援学校通学児童生徒送迎業務（Ｘ）仕様書 

 

１ 送迎対象校 

  堺市立百舌鳥支援学校宮園分校（堺市中区宮園町４－１） 

 

２ 履行場所 

  堺市内 

 

３ 履行期間 

契約締結日から令和１３年３月３１日まで 

※業務開始は令和９年４月１日とし、契約締結日から令和９年３月３１日までは準備期間と

する。 

 

４ 運行予定コースと運行台数 

第３コース（新規コース） １台 

※コース名及び運行ルートは変更になる場合がある。なお、運行ルートについては、年度  

ごとに見直すこととする。 

 

５ 乗務員数 

バス１台につき、運転手１名及び添乗員２名 

 

６ 主な業務内容 

（１）児童生徒等の送迎業務 

（２）添乗員による介助業務 

（３）運行ルートの試走（事前準備） 

（４）時刻表と運行ルート図の作成（事前準備） 

（５）契約期間満了前における新規業者への引継ぎ 

（６）本業務を実施するために必要な物品等の配備（受注者の負担によるものとし、本仕様書に

おいて発注者が調達するものとして定めるものを除く。） 

※詳細については別添「仕様書（運行編）」、「仕様書（車両編）」及び「仕様書（乗務員編）」

によるものとする。 

  

７ 受注の要件 

  本契約の受注者となる者は、次のすべての要件を満たしていなければならない。 

① 道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第４条に規定する一般貸切旅客自動車運送  

事業又は同法第４３条に規定する特定旅客自動車運送事業の許可を受けていること。 

② 使用する車両が、故障その他の理由により運行が困難になった場合、代車を手配して  

運行を継続することが可能であること。 

③ 仕様書に基づき、信義に従い誠実に業務を履行できること。 

 



８ 提出書類及び報告書類 

（１）業務開始前までに提出する書類 

   受注者は、業務開始前までに以下の書類を発注者に提出するものとする。また、年度ごと

に運行ルートが見直されること等により報告書類の内容に変更が生じる場合は、事前に発注

者に報告し、変更後に書面で変更内容を届け出るものとする。 

   ① 業務責任者届 

   ② 一般貸切旅客自動車運送事業又は特定旅客自動車運送事業の許可証の写し 

③ 業務実施計画書及び関係書類 

  ・運行管理体制（運行管理者・整備管理者・業務責任者・研修担当者等の記載） 

     ・緊急時の連絡体制（指揮命令・報告連絡の流れが分かる相関図） 

・添乗員及び運転手の名簿（業務開始１週間前までに提出） 

     ・運転手の免許の写し 

     ・使用車両の車検証の写し 

・自動車損害賠償責任保険（強制保険）の証書の写し 

     ・自動車損害賠償保険（任意保険）の証書の写し 

   ④ 運行計画（運行コース・乗降場所・ダイヤを編成したもの） 

   ⑤ バス車内置き去り防止安全装置を設置していることを証明するもの 

     （機種及び動作内容がわかる取扱説明書の写しを含む） 

   ⑥ 実走報告書（時刻表・ルート地図・実走距離計測・停留所位置の画像等とし、営業所   

から学校までの間に設定された各停留所間の距離及び所要時間並びに営業所から学校

までの合計距離及び合計所要時間が確認できるような様式とし、学校到着後、営業所

に戻るまでの区間についても、距離及び所要時間が確認できる内容とすること） 

（２）業務開始後に提出する書類 

   ① 業務完了届 

     受注者は、毎月の業務完了後に業務完了届を作成し、業務完了月の末日以降、速やか

に発注者に提出すること。 

   ② 運行表 

     受注者は、毎月の業務開始前に学校と調整の上運行日を決定し、毎月の業務完了後、

発注者が作成する運行表に業務完了確認印を学校長から押印してもらい、業務完了届と

併せて発注者に提出すること。 

③ 研修実施報告書 

受注者は、業務従事者に年１回以上研修を実施し、受注者が作成する報告書により、

研修実施の都度提出すること。 

なお、研修の実施時期については、事故防止やヒヤリ・ハット事例への対応等、日々

の業務改善に資する観点から、適切な時期に計画的に実施すること。 

 

９ 守秘義務  

（１）受注者及び業務従事者は、業務上知り得た秘密を第三者に漏らしてはならない。 

（２）受注者及び業務従事者は、業務上知り得た情報を、許可なく他の目的に使用及び譲渡して

はならない。 



（３）上記（１）及び（２）については、契約期間の満了後や契約を解除された場合も同様と    

する。 

 

１０ 発注者との協議 

（１）感染症等により、長期間の休業があった場合の業務履行については、発注者と受注者の  

協議により対応を決定する。 

（２）この仕様書に定めのない事項については、必要に応じて発注者と受注者が協議して定める

ものとする。  



仕様書（運行編） 

１ 借上予定日数 

  年間約２１０日 

  ※契約期間中、各年度により若干の増減があります。 

 

２ 運行形態（標準モデル） 

（１）各授業日別の運行情報 

運行日 時間 日数 運行回数 

通常授業日（月・火・木・金） 
１日約８時間 約１８６日 

登校１回・下校２回 

通常授業日（水） 登校１回・下校１回 

短縮授業日 １日約７時間 約１５日 登校１回・下校１回 

宿泊合宿等の日 １日約５時間 約９日 登校１回 又は 下校１回 

※年度ごとに変動があります。 

※出発前帰庫後の点呼点検時間を含みます。 

※コースごとの距離及び時間は「６ 運行コース」を参照してください。なお、本契約以外

のコースについても、参考として記載しています。 

（２）運行スケジュール 

① 登下校の種類 

 登校   Ａ下校 Ｂ下校 Ｃ下校 

到着時刻 ９：００  出発時刻 １３：２０ １５：００ １１：３０ 

※下校時刻は、行事等により変更される場合があります。 

② 学年別下校時刻 

（ア）通常授業日 下校１便（Ａ下校）・下校２便（Ｂ下校） 

下校バス 月 火 水 木 金 

小学部１年生 

１３：２０ 

１３：２０ 

１３：２０ 

１３：２０ 
１３：２０ 小学部２年生 

１５：００ 
小学部３年生 

１５：００ 小学部４～６年生 
１５：００ １５：００ 

中学部 

（イ）短縮授業日 下校便（Ｃ下校） 

下校バス 月 火 水 木 金 

小学部１年生 

１１：３０ １１：３０ １１：３０ １１：３０ １１：３０ 

小学部２年生 

小学部３年生 

小学部４～６年生 

中学部 



 

３ 運行業務 

（１）運行計画の作成 

① 受注者は、学校と協議の上で、安全かつ合理的な運行コース・乗降場所・ダイヤを   

編成すること。編成後は、速やかに発注者に書面で報告すること。 

また、運行コースを実走の上、時刻表・ルート地図・実走距離計測・停留所位置の   

画像等を含んだ実走報告書を作成し、発注者に提出すること。 

なお、実走報告書については、営業所から学校までの間に設定された各停留所間の   

距離及び所要時間並びに営業所から学校までの合計距離及び合計所要時間が確認できる

ような様式とすること。さらに、学校到着後、営業所に戻るまでの区間についても、   

距離及び所要時間が確認できる内容とすること。 

② 受注者は、学校から運行コース・乗降場所・ダイヤについて変更の要請があった場合

は、当該学校と協議の上、再編成を行うこと。 

（２）臨時運行等 

 ① 受注者は、臨時の運行コース及びダイヤの編成について学校から事前に要請があった

場合は、当該学校と協議の上、編成を行うこと。 

   ② 入学式の日は、学校と打ち合わせの上、臨時の運行コース及びダイヤを編成し、必要

に応じて保護者の同乗も可とすること。 

（３）学校との連絡・協議 

   ① 乗務員の報告により、コース途上の道路状況、乗降場所、ダイヤについて不具合が  

あると思われる場合は、学校と協議すること。 

   ② 児童生徒の転出入や住所の異動等により、当初の運行計画を変更せざるを得なくなっ

た場合は、学校と協議すること。 

   ③ 学校の要請により、一部の児童生徒について、乗車させる車両を変更せざるを得ない

状況が生じた場合は、当該学校と協議の上、受入態勢を整えること。 

   ④ 運行計画に変更があった場合は、速やかに発注者に書面で報告すること。 

⑤ 原則、定められた運行コースを通ること。経路から外れる場合は、学校の許可を得る

こと。 

⑥ 必要に応じて、送迎バスを学校に乗り入れるに当たっての順番や時間等について、  

学校と調整すること。 

   ⑦ その他、必要に応じて、学校及び発注者と報告・連絡・相談を行うこと。 

 

４ 業務の引継ぎ 

（１）新規受注者は、前事業者から確実に引き継ぎを受け、事前に準備を行うこと。 

なお、業務開始前の事前準備に係る費用については、受注者負担とする。 

（２）受注者は、契約期間満了の月までに、次期受注事業者が円滑かつ支障なく、送迎バスの   

業務を遂行できるよう、確実に引き継ぎを行うこと。 

 

５ 特記事項 

停留所及び運行ルートについては、年度ごとに見直すこととする。 



６ 運行コース（令和８年度の例（令和９年度新規運行予定のコースを含む）） 

（１）堺市立上神谷支援学校 

契約名 コース名 
登校時の始発停留所のおおむねの場所 

及び当該停留所から学校までの所要時間・片道距離 

Ａ契約 １ 鳳 
ファミリーマート堺鳳西町２丁店付近 

約１時間６分・約１４.４ｋｍ  

Ｂ契約 ３ 堀上 
鈴の宮団地センター前 

約１時間４分・約１３.８ｋｍ 

Ｃ契約 ５ 深井 
野尻町加古里池公園付近 

約５７分・約２０.３ｋｍ 

Ｄ契約 ６ 初芝 
ウエルシア堺菩提店付近 

約１時間１０分・約１７.３ｋｍ 

Ｅ契約 

２ 草部 
ローソン堺鳳南町五丁 

約１時間５分・約１３.３ｋｍ 

４ 八田 
宮園町３丁八田荘団地西側付近 

約１時間１分・約１５.３ｋｍ 

Ｆ契約 

７ 福泉 
福泉中央小学校前 

約５０分・約１２.１ｋｍ 

８ 光明池 
新檜尾台センターバス停 

約１時間・約１２.９ｋｍ 

Ｇ契約 

９ 若松台 
東大谷高校前 

約１時間５分・約１５.４ｋｍ 

１０ 泉ケ丘 
田園北口バス停 

約１時間・約１５ｋｍ 

Ｈ契約 

１１ 北野田 
ファミリーマート狭山山本東店 

約５２分・約１３.８ｋｍ 

１２ 福田 
西友堺福田店前 

約４９分・約１３.９ｋｍ 

Ｉ契約 １３ 登美丘 
クスリのアオキ萩原天神南店 

約１時間・約１８.４ｋｍ 

Ｊ契約 

１４ 美原 
ラ・ムー堺美原店 

約１時間２分・約１６.９ｋｍ 

１５ あまべ 
大阪府営美原南余部住宅 

約１時間８分・約１４.９ｋｍ 

Ｖ契約 １６ 桃山台 
桃山台近隣センター 

約１時間１０分・約１８.９ｋｍ 

平均 約１時間１分・約１５.４ｋｍ 



（２）堺市立百舌鳥支援学校 

契約名 コース名 
登校時の始発停留所のおおむねの場所 

及び当該停留所から学校までの所要時間・片道距離 

Ｋ契約 

１ 三宝 
三宝小学校東側 

約５０分・約８.９ｋｍ 

２ 宿院 
七道駅前 

約５５分・約１０.９ｋｍ 

Ｌ契約 ３ 堺東 
浅香山町３丁交差点付近 

約１時間・約１１.３ｋｍ 

Ｍ－②契約 ５ 浅香山 
常磐町１丁ベルガモット公園東側付近 

約１時間５分・約１１.５ｋｍ 

Ｎ契約 ６ 石津 
石津神社前 

約５５分・約１１ｋｍ 

Ｏ契約 

７ 浜寺 
石津川歩道橋 

約４２分・約７.９ｋｍ 

８ 津久野 
セブンイレブン堺平岡町店前 

約５５分・約８.９ｋｍ 

Ｐ契約 １０ 百舌鳥 
大和ハウス工業堺支店前 

約４０分・約５.７ｋｍ 

Ｑ契約 １１ 金岡 
あらまき整形外科 

約１時間５分・約１２.４ｋｍ 

Ｒ契約 

１２ 五箇荘 
新金岡町３丁２番とら公園 

約５０分・約８.７ｋｍ 

１３ 北花田 
北花田町４丁阿弥陀寺付近 

約５８分・約１１.５ｋｍ 

Ｓ契約 ９ 大仙 
なか卯堺もず店 

約１時間・約１３.１ｋｍ 

Ｔ契約 ４ 三国ヶ丘 
今池町６丁２ 

約４５分・約８.６ｋｍ 

Ｕ契約 １４ 堺市駅 
ベルマージュ（サンスクエア堺） 

約５５分・約９ｋｍ 

平均 約５３分・約１０ｋｍ 

 

 

 

 

 

 



  （３）堺市立百舌鳥支援学校宮園分校 

契約名 コース名 
登校時の始発停留所のおおむねの場所 

及び当該停留所から学校までの所要時間・片道距離 

Ｗ契約 

１ 
きいろ 

（※） 

おかりば公園（北花田） 

約１時間２０分・約１５.５ｋｍ 

２ 
あお 

（※） 

さくら公園（さつき野） 

約１時間２０分・約２０.８ｋｍ 

Ｘ契約 ３ 
（新規） 

（※） 

未定 

（令和９年度新規運行予定） 

平均 約１時間２０分・約１８.２ｋｍ 

  ※北区の一部（金岡北中学校区・八下中学校区・金岡南中学校区・五箇荘中学校区・大泉   

中学校区）、東区、美原区、中区の一部（深井中学校区） 



仕様書（車両編） 

１ 車両 

固定座席定員２２名以上、かつ運転席・補助席を含む乗車定員２７名以上のマイクロバス。 

 

２ 任意保険の加入義務 

自賠責保険以外に、下記内容の任意保険に加入すること。 

 対人 対物 搭乗者 

損害賠償額 無制限 無制限 １事故 ３億円以上 

 

３ 車内装備 

（１）全席にシートベルトを装備すること。また、児童生徒の特性に応じて、ジュニアシートや  

チャイルドシート、腰ベルト、股ベルト、胸ベルト等を装備すること。 

（２）冷暖房装置を設置すること。 

（３）換気システム又は換気扇を装備すること。 

（４）車窓は破損時の事故に備え飛散防止策を講じること（飛散防止フィルムを貼る場合は遮熱 

効果があるものとし、外から車内が見えるようにすること。）。 

（５）後方の安全確認のため、バックモニターを装備すること。 

（６）車内マイクを装備すること。 

（７）オーディオ関係を装備すること。 

（８）ドライブレコーダーを装備し、記録すること。 

（９）座面は、ビニールレザー張り（失禁対策用）にすること。 

 

４ バス車内置き去り防止安全装置 

（１）国土交通省策定の「送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイドライン」に適合

するものとし、こども家庭庁公開のリストに掲載された装置を装備すること。 

（２）上記装置を装備した後は速やかに、取扱説明書の写しを当該学校及び発注者に提出し、必要

に応じて説明を行うこと。 

 

５ 通信体制等の確保 

（１）受注者は、運行中においても保護者及び学校と直接連絡が可能となるよう、携帯電話、スマ

ートフォンその他の通信手段（音声通話及びデータ通信が可能なものに限る。）を確保し、  

当該通信手段を送迎バス内に配備すること。 

なお、無線設備のみでは保護者又は学校との直接連絡ができないため、本要件を満たす通信

手段とはみなさない。 

乗務員は、必要に応じて保護者又は学校からの欠席又は遅刻に関する連絡を受け、また、 

運行遅延、事故その他の異常が発生した場合には、保護者又は学校へ速やかに連絡を行うこと。 

（２）当該通信手段については、緊急時（事故、車両故障、災害、児童の体調急変等）において、

保護者、学校及び受注者への連絡並びに必要な報告が迅速かつ確実に行われるよう、あらかじ

め連絡手順等を定め、適切に運用すること。 



（３）関係者の安心の確保及び受注者による運行管理の効率化を図るため、送迎バスの位置情報を

把握できるシステム（保護者が運行状況を確認できる機能を有するものが望ましい）の導入に

努めること。 

 

６ 常備品 

（１）ティッシュ、ウェットティッシュ等を装備すること。 

（２）救急箱（簡単な外傷に対応できるものとして、三角巾、滅菌ガーゼ、応急絆創膏、包帯、   

消毒綿、はさみ、ビニール手袋、マスク、ビニール袋）を装備すること。 

 

７ 車外装備 

 車体各部に以下の表示を掲出すること。 

掲出する場所 掲出物 

車体前部・車体後部 学校名・コース名・スクールバスマーク 

乗降口 コース名 

  



仕様書（乗務員編） 

 

１ 業務の目的 

堺市立支援学校の児童生徒が、安全かつ確実に登下校できるよう運転及び介助業務を行う。 

 

２ 乗務員の人数 

  バス１台につき、運転手１名、添乗員２名を乗務させること。 

 

３ 乗務員の資格等 

（１）運転者は関係法令に規定する資格を有する正規職員とする。  

（２）添乗員は、ヘルパー資格や障害者の介助・介護経験のある者が望ましい。 

（３）受注者は、業務開始１週間前までに、乗務員名簿を発注者に提出すること。なお、乗務員に

変更があった場合は、速やかに再提出すること。乗務員の氏名は乗車口付近に掲示し、保護者

が送り迎えの時に確認できるようにすること。 

 

４ 乗務員に求められること 

（１）常に、明朗・親切であることを心掛け、児童生徒に接すること。 

（２）障害児に対する理解を深め、各児童生徒の特性を理解し、それぞれの性質に合った対応を 

行うこと。 

（３）児童生徒との信頼関係を築き、行動の予測や要望の理解ができるように、愛情を持って接す

ること。 

（４）体調不良を訴えることが困難であったり、不得手であったりする者もいるため、普段の様子

と変わりがないか様子を細かく観察すること。 

（５）児童生徒の中には、情緒が不安定な者もいることから、その行動には常に気を配ること。 

（６）添乗員と運転手は、互いに連携し、安全な運行に努めること。 

 

５ 業務内容 

（１）運転業務 

  ① 運行前点検を確実に行うこと。 

  ② 障害のある児童生徒が利用することを配慮して、安全かつ安心できる運転を行うこと。 

③ 停留所に停車する際は、完全に車両を停車させ、周囲の安全を確認してから、扉を開け

ること。 

④ 児童生徒の乗降時は、添乗員が安全を確認し発車の合図を出してから発進すること。 

  ⑤ 運行後点検を確実に行うこと。 

（２）学校敷地内における安全措置 

① 学校敷地内においては、施設、設備及び他の車両等に接触することのないよう、安全に

配慮して駐車すること。 

 ② 必要に応じて、添乗員が車両の誘導を行うこと。 

   ③ 誘導中においても、車内で児童生徒を介助する添乗員にあっては、児童生徒に危害が 

生じないよう適切に対応すること。 



   ④ 児童生徒の乗降及び学校職員への引き渡しの際は、他の車両に不用意に接近しない  

よう注意を促すこと。 

 ⑤ 車両のマフラー等高温部位その他危険箇所に児童生徒が近づかないよう、適切に注意

喚起すること。 

（３）乗降の補助 

   ① 乗車時は、保護者又は学校職員から引き受けた児童生徒を安全かつ円滑に乗車できる

よう介助し、所定の座席に着席させて添乗員が安全を確認すること。 

   ② 降車時は、乗降口付近の安全を確認し、他の車両等に注意しながら、児童生徒を円滑に

送迎バスから降車させて、保護者又は学校職員に引き渡すこと。 

   ③ 乗降の際は、児童生徒の名前の確認を行い、乗車名簿に乗降を記録する等、乗せ忘れ・

降ろし忘れがないように措置を講じること。なお、欠席その他都合により、送迎バスの 

利用を取りやめる児童生徒を確実に把握しておくこと。 

   ④ 児童生徒の手荷物について忘れ物がないか車内を確認し、送迎者に確実に引き渡す  

こと。 

（４）車内介助 

   ① 児童生徒の体調の変化に目を配り、異常があれば速やかに学校に連絡して指示を仰ぎ、

対処すること。 

   ② 児童生徒による他傷行為について、当該児童生徒及び他の児童生徒への危害を防止し、

また、当該行為等に起因する車内設備の破損又は損傷が生じないよう対応すること。 

   ③ 車内の快適な温度と湿度の保持及び換気に努め、空調装置等を調整するなど適切な  

管理を行うこと。 

   ④ 必要に応じて身辺面での適切な対応を行うこと。 

（５）衛生管理 

   ① 車内の整理整頓を心掛けると共に、日常的に車内清掃を実施し常に車内を清潔に保つ

こと。 

   ② 児童生徒の失禁・嘔吐等により車内が汚れた場合は、速やかに清掃を実施すること。 

   ③ 感染流行時には、乗務員のマスク着用や車内の消毒、児童生徒乗車時の健康観察等を 

適切に行うこと。 

（６）児童生徒の安全管理 

   ① 乗車中の児童生徒の行動を把握し、安全運行に支障がないよう対応すること。 

   ② 走行中に児童生徒がシートベルトを解除しないよう注視し、解除した場合は、添乗員が

速やかに装着すること。 

   ③ 多動・情緒不安定・こども間のトラブル等の個々の状況について、充分に学校と調整を

行い、事故の発生防止に努めること。 

（７）その他 

① 乗務員は、運行コース及びダイヤの変更について、原則として保護者との直接交渉は 

行わないこと。 

② 乗務員は、コース途上の道路状況、乗降場所、ダイヤについて不具合があると思われる

場合は、学校へ報告すること。 

   ③ 人権尊重と安全安心の確保の観点から、児童生徒への対応に問題が確認された場合に



は、乗務員または運転手の交代に対応できること。 

   ④ 添乗員は、必要に応じて、送迎バス運行中の状況について保護者及び学校に説明を行う

こと。 

 

６ 業務研修の実施等 

（１）乗務員の研修 

   ① 障害児に対する理解を深め、介助の方法や緊急時の措置について適切な対応が行える

ように、研修を行うこと。 

   ② 基本的人権について正しい認識を持って当該業務を遂行できるように、人権啓発に  

係る研修を行うこと。 

③ 新たに本業務に従事する者があるときは、随時同様の研修を行うこと。 

④ 研修は、１年に１回以上行い、業務に従事する者の質の向上に努めること。 

⑤ 研修実施後は、研修内容を発注者及び当該学校に書面で報告すること。 

（２）学校・保護者との打ち合わせ 

① 受注者は、児童生徒の状態を把握するため、各年度の業務開始前に児童生徒への対応に

ついて当該学校と打ち合わせを行うこと。 

② 受注者は、当該学校の指定する日に、バス内での児童生徒の様子を保護者に説明等を 

行う場を１日設け、乗務員を参加させること。 

 

７ 災害・事故・緊急時の対応と報告 

（１）道路交通法７２条に基づき、車両等の交通による人の死傷又は物の損壊があったときは、 

当該車両等の運転者その他の乗務員は、直ちに車両等の運転を停止して、負傷者を救護し、 

道路における危険を防止する等必要な措置を講じなければならない。 

（２）運転者は、事故の際、負傷者の救護を第一優先とし、警察及び消防へ通報すること。また、

受注者は発注者に書面で報告すること。受注者に過失がない事故の場合も同様とする。 

（３）添乗員は、交通事故・交通渋滞・車内での事故・急病等の緊急事態の場合は、ただちに当該

学校、発注者及び関係機関に連絡するとともに、必要に応じて適切と思われる措置（保護者 

連絡含む。）を講じること。 

（４）受注者は、使用する車両が、故障その他の理由により運行が困難になった場合、代車を手配

して運行を継続すること。 

（５）受注者は、発注者よりドライブレコーダーのデータやその他必要書類を求められた場合は、

速やかに提出すること。 

 

８ 保護者の出迎えがない場合 

下校時に保護者の出迎えが必要な児童・生徒に出迎えがない場合は、乗降場所または可能な 

限り近辺で待機し、保護者を待つこと。ただし、時間に余裕のない場合、または停車余地のない

場合は、最終地点まで同行の上、その旨を当該学校に連絡し、事後の措置について協議し対応 

すること。 

 

９ 苦情等への対応 



保護者、地域住民、通行者等からの苦情等があった場合は、学校へ報告し、対応について協議

すること。



暴力団等の排除について 

 

１ 入札参加除外者を再委託先等とすることの禁止 

（１）受注者は、堺市契約関係暴力団排除措置要綱に基づく入札参加除外を受けた者又は同要綱別

表に掲げる措置要件に該当する者を、再委託先並びに受注者及び再委託先の資材、原材料の購

入契約その他の契約の相手方（以下「再委託先等」という。）としてはならない。 

（２）これらの事実が確認された場合、発注者は受注者に対し、当該再委託先等との再委託契約等

の解除を求めることができる。 

 

２ 再委託契約等の締結について 

  受注者は、再委託先等との再委託契約等の締結にあたっては、契約締結時には発注者の契約約

款に準じた暴力団排除条項を加えることとする。 

 

３ 誓約書の提出について 

（１）受注者は、堺市暴力団排除条例第８条第２項に規定する暴力団員又は暴力団密接関係者でな

い旨の誓約書を提出しなければならない。ただし契約書の作成を省略する契約の場合、もしく

は受注者が国若しくは地方公共団体その他公共団体又は発注者の外郭団体である場合はこの

限りでない。 

（２）受注者は、再委託先等がある場合には、これらの者から堺市暴力団排除条例第８条第２項に

規定する暴力団員又は暴力団密接関係者でない旨の誓約書を徴して、発注者へ提出しなけれ

ばならない。 

（３）受注者及び再委託先等が当該誓約書を提出しない場合は、入札参加停止を行うものとする。 

 

４ 不当介入に対する措置 

（１）受注者は、この契約の履行にあたり、暴力団員又は暴力団密接関係者から、暴力団を利する

こととなるような社会通念上不当な要求又は契約の適正な履行を妨げる行為（以下「不当介入」

という。）を受けたときは、直ちに発注者に報告し、警察に届け出なければならない。 

（２）受注者は、再委託先等が暴力団員又は暴力団密接関係者から不当介入を受けたときは、直ち

に発注者に報告し、当該再委託先等に対して、警察に届け出るよう指導しなければならない。 

（３）発注者は、受注者が発注者に対し、（１）及び（２）に定める報告をしなかったときは、堺

市暴力団排除条例に基づく公表及び入札参加停止を行うことができる。 

（４）発注者は、受注者又は再委託先等が不当介入を受けたことによりこの契約の履行について遅

延等が発生するおそれがあると認めるときは、受注者が（１）に定める報告及び届け出又は（２）

に定める報告及び指導を行った場合に限り、必要に応じて履行期間の延長等の措置をとるも

のとする。 

 


